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留保地の土地利用に対する市民意向について 

 

１ 実施概要 

  留保地の土地利用への市民意向については、次の２つの手法により把握を行いました。 

 ポスターセッション 市民アンケート 

実施目的 

利用計画策定に向けたこれまでの留保地の取り

組みやその流れについて、街頭でポスター展示

を行うことで、広く市民の方に周知するため。 

留保地の土地利用に関する市民の意向を広く調査

するため。 

実施日時 

(発送日時） 

令和元年６月２日（日） 

午前 10 時から午後 5 時 

令和元年５月 29 日（水）発送 

令和元年６月 19 日（日）返信締切 

実施場所 

(調査対称者) 

京王線府中駅前ル・シーニュ 

２階イベントスペース 

市民 2000 名に配布 

 (18 歳以上無作為抽出） 

回答者数 
112 名 

(内訳：市内在住 90 名、市外在住 22 名) 

720 名 

（回収率 36.0％） 

 

 

２ 市民意向 

ポスターセッション及び市民アンケートにより把握した市民意向は、次のとおりです。なお、一部の

回答がないものもあるため、各項目の合計数は一致していません。 

 

(1) 回答者の年齢 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 留保地の認知度 
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質問：府中基地跡地留保地を知っていますか。 

質問：回答者の年齢を教えてください。 
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(3) 目標・効果 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 民間事業者に期待する土地利用の在り方 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 留保地の土地利用に求める配慮事項 
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府中市の新たな魅力の創出

市内経済の活性化

周辺の住環境等との調和

周辺地域の生活利便性の向上

スポーツの推進と健康増進

多様な人々の交流の創出

文化・芸術の創造と発信
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商業施設

医療施設（病院など）

集客施設（アミューズメント施設等・キャンプ場など）

スポーツ施設

福祉施設（高齢者施設など）

集客施設（美術館・アスレチック施設など）

保育施設（ 保育所など）

文教施設（小・中学校など）

宿泊施設
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災害時の利用に配慮した整備

周辺地域の交通アクセス向上や渋滞緩和

憩いやゆとりを感じる緑地や広場の充実

周辺の大規模緑地等と連続性を考慮した緑地整備

土地の整備にあたっての市の財源支出の抑制

建物の高さ、隣り合う建物の間隔、景観に配慮した色彩や広告等への配慮

環境負荷の軽減に配慮した整備

質問：留保地を利用するに当たりどのような点において配慮が必要と思いますか。（３つまで選択） 

質問：広大な留保地の土地利用に当たっては、「公共（市）と民間事業者がまちづくりの課題に向き

合い、相互に協力しながら将来の市民にとって有効な土地利用を実現すること」を目標として

います。この目標を達成するために、民間事業者にどのように留保地を利用してもらいたいと

思いますか。(４つまで選択） 

質問：留保地の土地利用については、「緑豊かなまちなど市の持つブランド力を高めつつ、都市とし

ての魅力を向上させる新たな価値を創出するエリア」とすることを目標としています。目標を

達成するためには、どのような視点を重視することが大切であると思いますか。（３つまで選択） 


